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1. 原子炉冷却系統施設の安全弁等の必要な吹出量の設定根拠

名称 
必要な 

吹出量 
設定根拠 備考 

RV222-1A  kg/h 必要な吹出量は，原子炉圧力容器バウ

ンダリ隔離弁から残留熱除去系への弁

座漏えいが生じた場合に，その漏えい量

を全量逃がし得る容量として，メーカー

設計値である保守的に評価した  

mL/h，  mL/h，  mL/hの合計値  

mL/hを必要吹出量として設定し，質量流

量で＊  kg/hとする。 

設計弁座漏えい量 

MV222-5A,11A 

(  mL/h)  

MV222-13 

(  mL/h)  

注記＊：液体の比

重量は 1.000 g/cm3

とする。 

RV222-1B  kg/h 必要な吹出量は，原子炉圧力容器バウ

ンダリ隔離弁から残留熱除去系への弁

座漏えいが生じた場合に，その漏えい量

を全量逃がし得る容量として，メーカー

設計値である保守的に評価した  

mL/h，  mL/hの合計値  mL/hを必

要吹出量として設定し，質量流量で＊ 

 kg/hとする。 

設計弁座漏えい量 

MV222-5B,11B 

(  mL/h)  

注記＊：液体の比

重量は 1.000 g/cm3

とする。 

RV222-1C  kg/h 必要な吹出量は，原子炉圧力容器バウ

ンダリ隔離弁から残留熱除去系への弁

座漏えいが生じた場合に，その漏えい量

を全量逃がし得る容量として，メーカー

設計値である保守的に評価した  mL/h

を必要吹出量として設定し，質量流量で

＊  kg/hとする。 

設計弁座漏えい量 

MV222-5C 

 (  mL/h) 

注記＊：液体の比

重量は 1.000 g/cm3

とする。 
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名称 
必要な 

吹出量 
設定根拠 備考 

RV222-2  kg/h 必要な吹出量は，通常運転時，閉塞状

態の弁間において，内包する流体の温度

上昇による熱膨張を全量逃がし得る容

量とする。想定熱膨張量は，系統内の保

有水量を，余裕を見た値の  m3とし，

保守的に水温が1時間で10℃から40℃に

変化した場合の熱膨張を計算した結果

から  kg/hと設定。 

これに対し余裕を見込んで，質量流量

で  kg/hとする。 

RV224-1  kg/h 必要な吹出量は，通常運転時，閉塞状

態の弁間において，内包する流体の温度

上昇による熱膨張を全量逃がし得る容

量とする。想定熱膨張量は，系統内の保

有水量を，余裕を見た値の  m3とし，

保守的に水温が1時間で10℃から40℃に

変化した場合の熱膨張を計算した結果

から  kg/hと設定。 

これに対し余裕を見込んで，質量流量

で  kg/hとする。 

RV223-1  kg/h 必要な吹出量は，通常運転時，閉塞状

態の弁間において，内包する流体の温度

上昇による熱膨張を全量逃がし得る容

量とする。想定熱膨張量は，系統内の保

有水量を，余裕を見た値の  m3とし，

保守的に水温が1時間で10℃から40℃に

変化した場合の熱膨張を計算した結果

から  kg/hと設定。 

これに対し余裕を見込んで，質量流量

で  kg/hとする。 
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名称 
必要な 

吹出量 
設定根拠 備考 

RV221-1  kg/h 必要な吹出量は，通常運転時，閉塞状

態の弁間において，内包する流体の温度

上昇による熱膨張を全量逃がし得る容

量とする。想定熱膨張量は，系統内の保

有水量を，余裕を見た値の  m3とし，

保守的に水温が1時間で10℃から40℃に

変化した場合の熱膨張を計算した結果

から  kg/hと設定。 

これに対し余裕を見込んで，質量流量

で  kg/hとする。 
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2. 計測制御系統施設の安全弁等の必要な吹出量の設定根拠

名称 
必要な 

吹出量 
設定根拠 備考 

RV225-1A,B  kg/h 必要な吹出量は，逃がし弁下流のほう

酸水注入系で隔離が生じ，ほう酸水注入

系ポンプ1台の定格流量が流入した場合

に，その流入流量を全量逃がし得る容量

として，ほう酸水注入系ポンプ1台の定

格流量である  m3/hを必要な吹出量

として設定し，質量流量で＊  kg/h

とする。 

注記＊：ほう酸注

入系ポンプテスト

運転時，内部流体

は純水を使用する

ため，流体の比重

量 は 保 守 的 に

 g/cm3 とす

る。 

RV227-1A,B  kg/h 必要な吹出量は，重大事故等対処設備

として主蒸気逃がし安全弁へ窒素供給

時，高圧窒素ガス供給系及び高圧窒素ガ

スボンベの減圧弁が故障により全開と

なった場合，供給ガス流量を全量逃がし

得る容 量として ，体積流量   

m3/h[normal]を吹出量とし，必要な吹出

量は，気体定数 22.4 m3/kmol，窒素ガス

1kmolあたりの質量が 28.01 kg/kmolで

あることから，質量流量で  kg/hと

する。 




